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冬の石落し

空気が澄み

静けさが広がる雪原

聞こえてくる音は

雪を踏む音

木から落ちる雪の音

目の前にそびえたつ石落しは

紅葉に染まる秋とは違うきれいな雪景色

時折ゴロゴロンと大きな音を立て

一段と迫力を増す



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。
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第42回 つなん雪まつり
津南雪まつりの開催に際し、多大なるご協力をいただき、ありがとうございます。

SNS を中心にスカイランタンの打ち上げが全国的に有名になり、数年来、大勢の来場者が雪まつりに訪れています。

今年も多くの来場者が見込まれる中、町内での渋滞を避けるため、下記についてご協力くださいますよう、お願いいたします。

3 月 9 日㈮　ニュー・グリーンピア津南会場で、チケット購入者限定の前夜祭があります。
お問い合わせ　津南町観光協会（℡ 765-5585）
ホームページ　「つなん雪まつり」で検索　または　www.snowfes.info まで

ニュー・グリーンピア津南会場
許可車両以外、会場へ入れません。送迎のみであっても入場できませんので、ご注意ください。

3 月 10 日は雪まつりシャトルバスを運行します。会場へお越しの際は、シャトルバス（有料）をご利
用ください。

シャトルバスへの乗車は、最寄りのシャトルバス専用の臨時バス停をご利用ください。
シャトルバスのバス停付近に駐車場はありませんので、恐れ入りますが、バス停までは送迎または徒
歩でお越しください。
また、役場周辺はバスの発着が多く混雑しているため、バス停への送迎は、役場以外のお近くのバ
ス停へお願いいたします。※国道での停車および乗降は大変危険です !!

シャトルバス利用のための町民向け駐車場は、こばと保育園（正面）、農協低温倉庫（美雪町）、津
南中等教育学校第 2 グラウンド向かい上村建設工業駐車場（陣場下 ※上村建設工業本社駐車場で
はありません。）です。
駐車スペースに限りがありますので、乗り合わせでのご利用をお願いいたします。

スカイランタン打ち上げ後、帰りのシャトルバスは大変混雑し、長時間の乗車待ちが予想されますの
で、十分な防寒対策をしてお越しください。
スカイランタンの打ち上げや観賞をされるお子様は、帰りが遅くなることから、保護者とのご来場を
お願いいたします。

日帰りでスキーへ行くことは可能ですが、通行規制がありますので、詳しくは津南町観光協会へお問
い合わせください。

大割野特設会場
●会場周辺で車両通行止めがあります。また、役場周辺から大割野特設会場にかけて、歩行者も大勢いますので、通行には

ご注意ください。

主なイベント

3月10日㈯ 開催

ニュー・グリーンピア津南会場 大割野特設会場

●SNOWWAVE…………………………………… 　9:00～
●露店市、かまくら神社、スノーモービル乗車体験、
　雪上自転車体験…………………………………… 11:00～
●雪中宝探し………………………………………… 13:00～
●ステージイベント………………………………… 14:45～
●スカイランタン打ち上げ………………………… 19:30～

●露店市……………………………… 11:00～
●雪ん子コスプレ……………………… 14:00～
●十日町大太鼓、
　火焔太鼓…………… 15:10～、17:00～
　他にも宝探しや子ども向けイベント、河岸段
丘キャンドル点火など、イベント盛りだくさん !
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シャトルバスの運行
ニュー・グリーンピア津南会場は、許可車両以外は入場できません。3 月 10 日はシャトルバス（有料）をご利用のうえ、ご
来場ください。

シャトルバスの利用方法
3 月 10 日はシャトルバス専用の臨時バス停が設置されます。バス停で乗車券を購入し、乗車してください。
●シャトルバス乗車券：中学生以上 500 円（小学生以下は無料）
　※１度乗車券を購入いただくと、すべてのエリアのシャトルバスに何回でも乗車できます。また、帰りのシャトルバスにも乗

車できます。
●役場および津南駅からは直行バスが出ます。

【バス停】　※臨時バス停以外では乗降できません。

行き
各エリア内のバス停を回ってニュー・グリーンピア津南会場へ向かう「直行バス」と、各バス停と役場を結ぶ「巡回バス」
の 2 種類があります。

【直行バス】　 エリア（バス停）によって、運行時間が異なります。注意 !

エリア 運行時間 運行間隔 バス停
役　場 10:30 ～ 18:00 10 ～ 20 分 役場正面玄関前
津南原 7:30 ～ 18:00 15 ～ 30 分 源内山集落付近県道沿い 2 か所

津南小学校 11:30 ～ 13:30 10 分 津南小学校‐津南中学校
なじょもん 14:00 ～ 15:30 10 分 なじょもん‐十日町地域消防署南分署

津南中等教育学校 15:30 ～ 17:30 5 ～ 10 分 ㈱高橋工務所‐津南町森林組合‐㈾津南自動車
津南駅 12:00～18:00のJR飯山線到着時刻に連動 津南駅

※混雑状況により、運行時間の終了間際にお越しいただいた場合、シャトルバスに乗車できないことがあります。お早めにお越しください。

【巡回バス】　ニュー・グリーンピア津南会場および津南駅へは行きません。直行バスの出ているバス停で乗り換えてください。
運行時間 運行間隔 バス停

町内巡回
12:00 ～ 17:00
※17:00役場発が
　最終便です。

60 分
役場正面玄関前‐㈱高橋工務所‐津南町森林組合‐㈾津南自動車
‐大割野特設会場付近国道沿い＜降車のみ＞‐津南中学校‐なじょ
もん‐十日町地域消防署南分署‐津南小学校‐役場正面玄関前

帰り
●バス乗り場：ニュー・グリーンピア津南会場ホテル前付近
●運行時間 <19時まで> 行きのシャトルバスの運行時間帯に合わせて運行　<19時以降> 下表のとおり随時運行

エリア 運行時間 バス停
役場、津南駅、

津南中等教育学校 19:45 ～終了まで 役場‐㈱高橋工務所‐津南町森林組合‐㈾津南自動車‐津南駅

津南原 19:00 ～ 21:00 源内山集落付近県道沿い 2 か所
津南小学校 19:45 ～ 21:30 津南小学校‐津南中学校
なじょもん 19:45 ～ 21:30 なじょもん‐十日町地域消防署南分署

R117

R405

至十日町

至津南駅

至長野

津南中バス

津南小 バス

R117

R405

至津南病院

至秋山郷

至十日町

至長野

津南自動車

高橋工務所

文

役場

バス

バス

津南町
森林組合
津南町
森林組合

バス

津南小エリアバス停 津南中等教育学校エリアバス停

至十日町

至松之山

至長野 R117

なじょもん

南分署

バス

バス

なじょもんエリアバス停

シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

  

バ
ス
停

この旗が
　目印です！
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国
保
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

国
保
制
度
が
変
わ
り
ま
す

この 10 年で、
70 歳以上の高齢者数は1.3 倍に、

国民医療費は1.3 倍になりました。
団塊世代が全員 75 歳以上になる 2025 年には、

国民医療費の総額は61.8 兆円にもなる見込みです。

国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、
平成 30 年４月から、これまでの市町村に加え

現在の国民健康保険 ( 国保 ) は市町村がそれぞれ運営していますが、平成 30 年 4 月からは県も市町村と一緒になっ
て運営していきます。これにより、安定的に国保制度を運営することが可能となります。

都道府県も国民健康保険制度を担うことになりました

2005年 2015年1995年

33.1兆円

42.3兆円

1.3倍

27.0兆円

国民医療費
10年ごとの推移

○各種届出
○保険給付等の申請
○保険料の納付

○保険証等の交付
○保険給付
○保険料率の決定

○国保事業費
　納付金の納付

○標準保険料率の提示
○保険給付に必要な費用
の支払い

窓口はいままでと変わりません

加入者 市町村 新潟県

４月からのイメージ図

※厚生労働省：平成 27 年度国民医療費の概況より
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現在お手持ちの保険証は、有効期限まで使用できます。
県が加わることに伴い、保険証や限度額適用認定証等の様式が一部変更となります。
新しい保険証への切り替えは平成 30 年８月１日の保険証更新時となります。

○高額療養費の多数回該当が県単位で通算され、
　負担が軽減されます。

国保の窓口は、平成30年4月以降も引き続き津南町です

○医療機関のかかりかた

○届出や申請の窓口、保険料の納付先

□国保料の計算・納付・納付相談のこと………税務町民課　税務班（２番窓口）765-3113
□加入・脱退・保険証再交付のことや
　高額療養費・限度額適用認定証など…………福祉保健課　保険班（６番窓口）765-3114
□人間ドッグや健康づくりなどの保健事業……福祉保健課　健康班（７番窓口）765-3114

　県内の他市町村へ転出した場合、「世帯の継続性」が認められた場合（※１）、高額医療費の多数回

該当（※２）の該当回数が通算されるようになります。

そのため、該当者の負担が軽減されます。

医療機関には、これまでどおり保険証を提示することで受診することができます。

加入・脱退などの各種届出や高額医療費の申請、保険証や限度額認定証の交付申請などは、これまで
どおり役場の担当窓口で行うことができます。
保険料はこれまでどおり町に納めます。

※１　世帯合併や世帯分離など世帯の状況に応じて、一部「世帯の継続性」が認められない
ことがあります。

※ 2　 過去 12 ヶ月間で高額療養費の支給が 4 回以上ある場合に自己負担限度額が引き下げ
られる制度

保険証について

変
わ
る
こ
と

変
わ
ら
な
い
こ
と

６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月

これまで １回目 ２回目 ３回目 １回目 ２回目 ３回目 ４回目

平成 30年度以降 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 ７回目

ここから該当

ここから該当

県内の他市町村へ転出

国民健康保険
被 保 険 者 証

氏名

新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡戊５８５番地

番号

生 年 月 日
資格取得年月日
交 付 年 月 日

性別

記号 0000000

有 効 期 限 平成３０年  ７月３１日

津南　太郎

津南　太郎

保険者番号 保険者名 津 南 町
津南町福祉保健課 電話
新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡戊５８５番地

世帯主名

住 所

津南

1
025－765－3 114

15 50 3

昭和１８年　４月　１日
平成２０年　４月　１日
平成２９年　８月　１日

国民健 康保険
被 保 険 者 証

氏名

新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡戊５８５番地

番号

生 年 月 日
運用開始年月日
交 付 年 月 日

性別

記号 0000000

有 効 期 限 平成　　年  　月　　日

津南　太郎

津南　太郎

保険者番号 交付者名 津 南 町
津南町福祉保健課 電話
新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡戊５８５番地

世帯主名

住 所

津南

1
025－765－3 114

15 50 3

昭和　　年　　月　　日
平成　　年　　月　　日
平成　　年　　月　　日

新　潟　県

詳しくは津南町ＨＰでご確認いただけます。
http://www.town.tsunan.niigata.jp/life/3/16/57/

津南町　国保
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

津
南
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
で
は
、

『
わ
が
家
の
逸
品
』を
テ
ー
マ
に
、食
ま
つ
り
と

試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

３
月
14
日
㈬　

正
午
～
午
後
１
時

　

※
午
前
11
時
30
分
か
ら
受
付
開
始

■
会
場

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

　

６
階
オ
ー
ロ
ラ

■
内
容

　

地
元「
津
南
」の
食
材
を
使
っ
た
創
作
料
理
の

展
示
試
食
会

■
参
加
費　

８
０
０
円

■
定
員　

30
名

■
主
催　

津
南
町
生
活
開
演
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

■
申
込
締
切　

３
月
２
日
㈮

　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　

地
域
振
興
課　

商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

　

最
近
、急
に
気
分
が
落
ち
込
む
、不
安
で
落
ち

着
か
な
い
、夜
眠
れ
な
い
、人
に
会
う
の
が
お
っ

く
う
だ
、家
に
閉
じ
こ
も
り
気
味
な
ど
、毎
日
の

生
活
の
中
で
の
混
乱
や
不
安
が
あ
る
か
た
、及

び
ご
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、電
話
で
お

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、３
月
の
１
ヶ
月

間「
そ
の
請
求
に
困
っ
た
ら
司
法
書
士
へ
」と
題

し
て
、借
金
、奨
学
金
、家
賃
な
ど
金
銭
の
請
求

を
受
け
、お
困
り
の
か
た
を
対
象
に
無
料
電
話

相
談
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

　
　
　
　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

■
相
談
内
容　

借
金
、奨
学
金
、公
共
料
金
、　

　

家
賃
等
の
滞
納
な
ど
金
銭
債
権
の
請
求

■
電
話
番
号　

０
２
５
‐
２
４
０
‐
７
９
７
４

　
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
担
当
司
法
書
士
の
電
話

番
号
を
ご
案
内
し
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
司
法
書
士
会　

事
務
局

　

℡
０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。相
談

料
は
無
料
で
、お
ひ
と
り（
一
組
）30
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、弁
護
士
さ
ん
に
相

談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
14
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階

■
相
談
内
容　

借
金
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、不
動
産
、

交
通
事
故
、労
務
問
題
、相
続
、離
婚
、家
庭
内
ト

ラ
ブ
ル
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
、

悪
質
商
法
な
ど

■
申
込
締
切　

３
月
12
日
㈪

　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

■
お
申
し
込
み
先　

税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

十
日
町
市
・
津
南
町
の
企
業
30
社
が
参
加
す

る「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

３
月
24
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

※
午
後
０
時
30
分
か
ら
受
付
開
始

■
場
所

　

ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町　

２
階 

大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

・
平
成
31
年
３
月
に
、
新
規
に
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
か
た

・
平
成
28
年
３
月
以
降
に
、大
学
等
を
卒
業
し
た

か
た（
卒
業
後
お
お
む
ね
３
年
以
内
の
か
た
）

※
保
護
者
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
参
加
方
法

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
「
自
己
紹
介
カ
ー
ド
」
を
記
入
し
て
、

希
望
企
業
数
を
コ
ピ
ー
の
う
え
、
当
日
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

・
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
事
前
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
へ
ご
連
絡
を
い
た
だ
く

と
、
当
日
、
入
場
受
付
が
簡
単
に
行
え
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

相
　
談

第
11
回 

食
ま
つ
り
の
開
催

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

無
料
電
話
相
談
会

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を
!!

弁
護
士
に
よ
る
無
料「
法
律
相
談
」開
催

「
十
日
町
・
津
南 

就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
2
0
1
9
」の
ご
案
内

■
お
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

　

℡
７
５
７
‐
２
４
０
７

　

U
RL　

http://tsum
ari-hataraku.info/

　
（「
十
日
町
・
津
南
で
働
こ
う
」で
検
索
）

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、時
間
を
指
定
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。ま

た
、定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
28
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

■
場
所　

津
南
町
役
場
３
階　

第
２
委
員
会
室

■
医
師　

中
条
第
二
病
院　

丸
山
医
師

■
申
込
締
切　

３
月
23
日
㈮

　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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３
月
は
「
国
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で
す

新
潟
県
自
殺
対
策
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
す　

た
っ
た
一
つ
の
命
で
す
」

全
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
10
年
に
３
万
人
を
超
え
、
そ
の
後
も
高
い
水
準
で
推
移
し
、
交
通
事
故
が

原
因
で
死
亡
さ
れ
る
方
の
約
６
倍
と
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
で
毎
年
、
自
殺
者
が
最
も
多
い
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

十
日
町
地
域
の
自
殺
者
の
割
合
は
新
潟
県
ワ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
。

　

新
潟
県
に
お
け
る
自
殺
率
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
全
国

に
比
べ
減
少
幅
が
少
な
く
平
成
28
年
も
約
５
０
０
人
の
か
た
が
自

死
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
殺
死
亡
率
（
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺

者
数
）
は
21
．
８
で
、
全
国
（
16
．
８
）
を
上
回
る
状
況
で
す
。

ま
た
、
十
日
町
地
域
を
含
む
魚
沼
圏
域
は
県
内
で
も
高
齢
者
の
自

殺
者
の
割
合
が
大
変
高
く
、
自
殺
対
策
は
県
及
び
魚
沼
圏
域
の
、

最
重
点
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
新
潟
県
で
は
県
民
一
人
ひ
と
り
が
自
殺
対
策
の
主

役
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

悩
み
を
抱
え
な
が
ら
救
い
を
求
め
て
い
る
か
た
、
本
人
が
意
識

し
て
い
な
く
て
も
、
言
葉
や
行
動
な
ど
の
中
か
ら
何
ら
か
の
サ
イ

ン
を
発
信
し
て
い
る
か
た
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ン
を
周
囲

に
い
る
人
た
ち
が
敏
感
に
気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

地
域
の
一
人
ひ
と
り
の
「
気
づ
き
」
に
よ
り
、「
大
事
な
命
」「
失

わ
れ
な
く
て
も
よ
い
命
」
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自分の知っている人の
様子がいつもと違ったら…
あなたにもできることがあります!!

●「どうしたの？何か悩んでいる？よかっ
たら話してみて」などと声をかける。

●話を聴くときは心配していることを伝え、
相手の考えを否定せずに対応する。

●話を聴いたら、「大変だったね」とねぎら
いの気持ちを伝える。

●最後に、専門家が対応する相談窓口があ
ることを伝え、相談するよう促す。

最寄りの相談窓口
（平日午前８時30分～午後5時15分）

●十日町地域振興局　健康福祉部
　（十日町保健所）地域保健課
　☎ 757 － 2402　（直通）
●津南町役場　福祉保健課　健康班　
　☎ 765 － 3114　（直通）
●中越いのちとこころの支援センター
　☎ 0258 － 88 － 0070（直通）

新潟県こころの相談ダイヤル

☎0
ナ ビ ダ イ ヤ ル

570−7
な や み

83−0
なしにいがた

25

0 5 7 0
- 7 8 3
- 0 2 5

みまもリン



Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

広報 10平成30年２月号

 どれも素敵なＭｙコレクション
— 2月3日　なじょもん —

 津南町の子どもを事故から守る
— 1月30日　教育長室 —

 ふるさと納税を生かした見守り制度
— 2月6日　役場第２委員会室 —

　昨年度に引き続き、十日町地区交通安全協会より交通安
全傘を５９本贈呈いただきました。この傘は４月に小学校
へ入学する新一年生のために贈呈されたもので、各小学校
で配布されます。
　傘は明るい黄色の蛍光色で、暗い道でもとても目立ちま
す。新一年生はまだ身長も低く、物陰に隠れやすいため、
外を出歩くときは明るい物を身に着けることが重要です。
津南統括の半戸副会長は「たとえ家族と一緒でも子どもの
事故ゼロを願っている」と交通安全に対する思いを語りま
した。　

　日本郵便株式会社が昨年 10 月よりスタートした「みま
もり訪問サービス」を津南町のふるさと納税返礼品に導
入するための締結式が行われました。県内では４例目とな
り、今後は県内または全国でも拡大を目指していきたいと
語る青木局長。このみまもり訪問サービスは津南町に半年
間４万円、１年間８万円の寄付をすることで、単身で暮ら
す高齢者等のみまもり訪問サービスを受けることができま
す。月１回、郵便局員が訪問し、健康状態をチェック。結
果は寄付者へ報告される仕組みです。

↑傘には反射材が付いており、一か所が透明のため雪道でも安全！

　第８回Ｍｙコレクション展が農と縄文の体験実習館な
じょもんで２月３日から開催されました。２月３日当日に
は開場式が行われ、出展者が集まり、Ｍｙコレクションを
披露し合いました。また、県博友の会交流展示として新潟
県方言研究会による方言グッズの展示も行われ、現在ＮＨ
Ｋで放送中の「西郷どん」でおなじみの鹿児島方言グッズ
もたくさん並んでいました。Ｍｙコレクション展は３月３
日まで開場されます。

↑普段なかなか見ることができないものがたくさん並んでいます

↑色とりどりの箸置きコレクション
↑日本郵便株式会社代表主幹地区統括局長の青

あお

木
き

進
すすむ

氏と上村町長



11 広報 平成30年２月号

　

昨
年
末
に
募
集
し
た
町
５
大
ニ
ュ
ー
ス
に
た
く
さ
ん
の

応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
１
番
多
か
っ
た
も
の
に

５
点
、
２
番
目
に
４
点
と
点
数
を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

２
０
１
７
年
の
５
大
ニ
ュ
ー
ス
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
な
ら
こ
れ
だ
ろ
う
。
と
多
く
の
か
た

が
１
番
に
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
１
位
の
老
人
給
食
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
緑
綬
褒
章
受
章
で
し
た
。

「
５
大
ニ
ュ
ー
ス
は
何
で
し
ょ
う
か
？
ク
イ
ズ
」

正
解
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

１
位
か
ら
５
位
ま
で
の
順
位
も
項
目
も
全
て
当
て
た
か

た
が
１
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
！

　

ま
た
項
目
全
て
を
当
て
た
か
も
３
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

正
解
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
豪
華
な
粗
品
（
笑
）
を
贈

呈
い
た
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

１
位 

50
点　

老
人
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

 　
　
　

グ
ル
ー
プ
緑
綬
褒
章
受
章

２
位 

45
点　

津
南
中
学
校
駅
伝
男
子

　
　

 　
　
　

全
国
駅
伝
大
会
出
場

３
位 

20
点　

７
年
ぶ
り
の
赤
澤
神
楽

　
　

 　
　
　

舞
台
引
幕
を
新
調

４
位 

18
点　

ジ
オ
パ
ー
ク
展
望
台
完
成

５
位 

17
点　

第
17
回
全
国
障
が
い
者

　
　

 　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　

 　
　
　

根
津
勇
生
さ
ん
優
勝

平成 29 年度　
町５大ニュース決定

第１位

老人給食ボランティアグループ
緑綬褒章受章
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津 南 スキー×

特 
集
Topic

―
―…

津
南
×
ス
キ
ー
の
課
題

　

津
南
町
に
生
ま
れ
、
津
南
町
で
生
活
を
し
て

い
る
と
「
ス
キ
ー
」
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
身
近

な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
将
来
、
社
会
人
に
な
っ
た

と
き
に
「
出
身
は
ど
こ
？
」「
津
南
町
」「
雪
が

い
っ
ぱ
い
降
る
と
こ
ろ
だ
ね
。
じ
ゃ
あ
ス
キ
ー

は
滑
れ
る
の
？
」「
い
や
、
ほ
と
ん
ど
滑
れ
な

い
よ
」
と
い
う
こ
と
で
は
や
は
り
寂
し
い
話
だ

と
思
い
ま
す
。
な
の
で
ス
キ
ー
人
口
を
で
き
る

だ
け
増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

少
子
化
の
関
係
で
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
の
も
理
由
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
保
護
者
も

だ
ん
だ
ん
と
ス
キ
ー
を
し
な
く
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
ス
キ
ー
場
に
な
か
な
か
連
れ
て
い
け

な
か
っ
た
り
、
昔
の
よ
う
に
近
く
に
ス
キ
ー
場

が
無
い
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
は
格
安
で
ス
キ
ー
を
滑
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
土
日
や
休
み
の
と
き
は

ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
教
育
現
場
で
も
ス
キ
ー
を
指
導
で
き

る
先
生
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
も
あ
る
よ

う
で
す
。
部
活
動
も
先
生
が
指
導
す
る
の
で
は

な
く
、
将
来
的
に
は
外
部
へ
お
願
い
し
よ
う
と

い
う
話
も
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
場
合
は

地
元
で
競
技
に
精
通
し
た
人
を
指
導
者
と
し
て

招
き
、
ち
ゃ
ん
と
身
分
を
与
え
、
指
導
方
法
を

精
査
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
加
速

し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
問
題
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

―
―…

や
る
べ
き
こ
と

　

将
来
、
大
き
な
大
会
に
出
場
す
る
選
手
や
テ

レ
ビ
の
前
で
「
津
南
町
出
身
で
す
」
と
い
う

よ
う
な
選
手
が
育
つ
か
は
結
果
の
話
で
あ
っ

て
、
強
い
選
手
を
育
て
よ
う
と
か
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
を
育
て
よ
う
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
楽
し
め
る
環

境
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
私
た
ち
大
人
の
や

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は
ス
キ
ー

を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ
全
般
を
楽
し
め
る
環
境
作

り
、
町
中
の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
作
り
が
一
番
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
環
境
作
り
の
た
め
に
若
い
こ
ろ
に
楽

し
ん
で
い
た
人
た
ち
が
恩
返
し
と
し
て
、
指
導

者
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
や
っ
て
く

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―…

力
を
合
わ
せ
る

　

こ
れ
か
ら
は
す
べ
て
の
関
係
機
関
が
力
を
合

わ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
学
校
や

保
護
者
、
ま
た
は
行
政
が
協
力
し
合
い
、
歯
車

を
う
ま
く
噛
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
だ

け
で
な
く
、
子
育
て
に
も
繋
が
っ
て
く
る
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

雪国という地域が育てるスキー文化

津南町体育協会長

磯
いそ

  部
べ

    義
よし

  栄
えい

さん
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―
―
地
域
で
選
手
を
育
て
る

　

学
校
の
授
業
で
は
ア
ル
ペ
ン
を
や
る
機
会
が
少

な
い
の
で
、
義
務
教
育
で
も
ア
ル
ペ
ン
に
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は

今
よ
り
も
選
手
が
い
た
の
で
上
の
大
会
で
入
賞
す

る
選
手
が
い
た
の
で
す
が
、
今
は
そ
の
当
時
に
比

べ
る
と
選
手
も
減
っ
て
、
お
互
い
に
高
め
合
え

る
環
境
づ
く
り
が
難
し
い
で
す
。
ア
ル
ペ
ン
・
ク

ロ
カ
ン
含
め
ス
キ
ー
人
口
が
減
っ
て
い
る
現
状
で

す
。
そ
ん
な
中
、
コ
ー
チ
仲
間
と
計
画
し
た
津
南

町
・
十
日
町
市
の
合
同
合
宿
を
昨
年
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
、
他
の
チ
ー
ム
と
も
交
流
す
る
機
会
を

作
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
機
会
は
相
乗
効
果
が
起

き
、
個
人
と
し
て
も
チ
ー
ム
と
し
て
も
レ
ベ
ル
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
非
常
に
い
い
環
境
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
津
南
町
の
未
来
と
課
題

　

選
手
人
口
減
少
が
課
題
で
す
。
小
学
校
で
ス

キ
ー
を
辞
め
て
し
ま
う
人
が
多
い
け
れ
ど
、
ず
っ

と
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
先
に
世
界
大
会
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
選
手
が
出
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
全
中
ス
キ
ー
大
会
出
場

　

５
㎞
フ
リ
ー
種
目
に
出
場
し
、
結
果
は
１
６
８

名
中
56
位
で
し
た
。
会
場
は
雪
が
し
っ
か
り
し
て

い
て
滑
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　

ア
ル
ペ
ン
よ
り
も
ク
ロ
カ
ン
が
好
き
で
、
小
学

生
の
こ
ろ
か
ら
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か

ら
今
の
よ
う
に
速
く
滑
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む

し
ろ
一
番
遅
い
く
ら
い
の
実
力
で
し
た
。
今
で
は

中
学
校
で
１
番
速
く
な
る
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

―
―
ス
キ
ー
を
続
け
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と

　

県
や
中
越
の
指
定
合
宿
に
行
く
経
験
が
き
っ
か

け
で
、
他
校
の
友
達
や
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。
仲

間
と
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
会
う
の
で
仲
良
く

や
っ
て
い
ま
す
。

―
―
後
輩
ヘ

　

自
分
は
中
学
で
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
を
辞
め
て
し

ま
い
ま
す
が
、
高
校
で
は
全
国
大
会
に
も
出
場
し

た
陸
上（
長
距
離
）を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
後
輩
た
ち
に
は
、
練
習
を
し
っ
か
り

真
面
目
に
や
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

―
―
ア
ル
ペ
ン
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

き
っ
か
け
は
お
兄
ち
ゃ
ん
で
す
。
ス
キ
ー
は
保

育
園
の
こ
ろ
に
ス
キ
ー
場
に
行
っ
て
滑
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ス
ポ
少
に
入
っ
た
の
は
小
学
校
２
年
生

で
す
。
ス
キ
ー
は
楽
し
い
！
大
好
き
で
す
！
今
は

土
日
の
ス
ポ
少
の
練
習
に
行
っ
て
い
ま
す
。
水
曜

日
だ
け
ナ
イ
タ
ー
練
習
に
も
行
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

―
―
好
き
な
と
こ
ろ
・
楽
し
い
と
こ
ろ

　

ア
ル
ペ
ン
は
ク
ロ
カ
ン
と
違
っ
て
ス
ピ
ー
ド
が

出
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。
あ
と
、
友
達
と
も
た

く
さ
ん
競
え
る
の
も
好
き
で
す
。
ス
ポ
少
に
入
っ

た
こ
と
で
学
校
や
学
年
が
違
う
子
と
も
仲
良
く
な

れ
る
し
、
自
分
が
中
学
校
に
進
学
し
て
も
楽
し
め

る
の
で
良
い
で
す
。

―
―
今
後
の
目
標

　

小
学
校
４
年
生
ま
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も

や
っ
て
み
た
い
け
ど
、
中
学
校
に
行
っ
て
も
ア
ル

ペ
ン
は
続
け
ま
す
！
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
大

会
や
レ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
上
位
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

次のページに２月11日㈰にマウンテンパーク津南を会場に
行われたスキー大会の結果を掲載 !!

スキーシーズン真っ只中！

　スキーを頑張る人を直撃！

⬅

いろんな声を
聞いてみました！

津南スキークラブコーチ兼
新潟県ユース部コーチ

根
ね

  津
つ

    和
かず

  博
ひろ

さん

津南中学校３年
全国中学校スキー大会出場

中
なか

  澤
ざわ

    優
ゆう

  希
き

さん

津南小学校６年生
町スキー大会６年生女子の部１位

涌
わく

  井
い

    泉
せん

  香
か

さん

１人目

２人目

３人目
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小学男子３×２Km　クラシカルリレー

６年男子アルペン優勝　滝澤娃斗選手

小学女子３×２Km　クラシカルリレー

６年生女子アルペン

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞
　
①
若
井
陸（
上
）②

中
島
幹
太（
芦
）③
宮
﨑
茂
市（
芦
）④

滝
沢
兜
真（
芦
）⑤
久
保
田
遥
斗（
津
）

⑥
中
島
和
威（
津
）⑦
久
保
田
楓
斗

（
津
）⑧
藤
ノ
木
斗
夢（
津
）⑨
桑
原
想

大（
津
）⑩
涌
井
永
太（
芦
）

５
年
３
㎞
　
①
津
端
英
大（
津
）②
薗

部
太
一（
津
）③
中
田
倫（
津
）④
鈴
木

翠（
芦
）⑤
石
沢
竜
雅（
津
）⑥
板
場
一

真（
津
）

６
年
３
㎞
　
①
中
澤
拓
斗（
津
）②
石

沢
郁
人（
上
）③
鈴
木
珠
愛（
津
）④
湯

浅
京
太（
芦
）⑤
風
巻
荘
太（
津
）⑥
久

保
田
凌
玖（
津
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー
　
①
津
南
小
Ａ

（
津
端
英
大
・
中
澤
拓
斗
・
風
巻
荘
太
）

②
上
郷
小
Ａ（
石
沢
郁
人
・
若
井
陸
・

中
島
駿
太
）③
芦
ヶ
崎
小
Ａ（
中
島
幹

太
・
湯
浅
京
太
・
宮
﨑
茂
市
）④
津
南

小
Ｂ（
薗
部
太
一
・
久
保
田
凌
玖
・
中

田
倫
）⑤
芦
ヶ
崎
小
Ｂ（
滝
沢
兜
真
・

関
沢
塁
・
鈴
木
翠
）

中
学
生
６
㎞
　
①
滝
沢
育
矢（
津
南

中
２
年
）②
江
村
海
里（
津
南
中
３

年
）③
田
中
秀
磨（
津
南
中
３
年
）④

津
端
一
徹（
津
南
中
１
年
）⑤
藤
ノ
木

丈（
津
南
中
３
年
）⑥
半
戸
琉
哉（
津

南
中
１
年
）

男
子
ア
ル
ペ
ン(

大
回
転)

４
年
以
下
　
①
鈴
木
煌
悠（
芦
）②
石

田
岳
大（
芦
）③
桑
原
佑
乃
心（
津
）④

保
住　

陽（
津
）⑤
小
島　

啓（
津
）　

５
年
　
①
涌
井
悠
安（
上
）②
馬
場
陽

大（
津
）③
中
澤　

奏（
津
）

６
年
　
①
滝
澤
娃
斗（
芦
）②
清
水
明

彦（
津
）③
桑
原
煌
芽（
津
）④
関
谷
翔

太（
津
）

中
学
生
　
①
半
戸
宝
良（
津
南
中
１

年
）

２
月
11
日
㈰
に

町
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

先
輩
に
続
け 

未
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
ヤ
ー

第
45
回
津
南
町 

ス
キ
ー
大
会
結
果

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞
　
①
滝
沢
天
花（
芦
）

②
久
保
田
美
有（
津
）③
樋
口
茉
己

（
津
）④
大
平
柑
奈（
津
）⑤
山
岸
明
日

香（
津
）⑥
竹
内
日
菜（
上
）⑦
橋
野
佑

奈（
上
）⑧
久
保
田
里
桜（
津
）⑨
桑
原

悠
妃（
津
）⑩
桑
原
沙
羅（
津
）

５
年
２
㎞
　
①
桑
原
由
奈（
津
）②
中

島
こ
な
つ（
上
）③
中
島
美
咲（
上
）④

桑
原
永
遠（
津
）⑤
髙
波
葉
奈（
上
）⑥

山
田
由
羽（
上
）

６
年
２
㎞
　
①
鈴
木
未
羽（
津
）②
若

井
咲
月（
上
）③
村
山
晏（
津
）④
滝
沢

栞
奈（
芦
）⑤
半
戸
愛
菜（
芦
）⑥
中
島

杏（
上
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー

①
津
南
小
Ａ（
桑
原
由
奈
・
鈴
木
未

羽
・
村
山
晏
）②
上
郷
小
Ａ（
若
井
咲

月
・
中
島
こ
な
つ
・
中
島
杏
）③
芦
ヶ

崎
小
Ａ（
滝
沢
栞
奈
・
滝
沢
天
花
・
半

戸
愛
菜
）④
津
南
小
Ｂ（
久
保
田
美

有
・
樋
口
茉
己
・
大
平
柑
奈
）⑤
上
郷

小
Ｂ（
山
本
心
里
・
中
島
美
咲
・
竹
内

日
菜
）⑥
芦
ヶ
崎
小
Ｂ（
半
戸
こ
こ

ろ
・
麻
績
蒼
衣
・
山
崎
有
咲
）

中
学
生
３
㎞
　
①
中
島
ひ
な
子（
津

南
中
１
年
）②
滝
沢
夏
海（
津
南
中
１

年
）③
滝
沢
来
実（
津
南
中
１
年
）④

福
島
有
紗（
津
南
中
２
年
）⑤
山
岸
芽

生（
津
南
中
２
年
）⑥
宮
﨑
蕗
子（
津

南
中
１
年
）

女
子
ア
ル
ペ
ン(

大
回
転)

４
年
以
下
　
①
半
戸
咲
良（
芦
）②
野

田
実
由（
芦
）③
鈴
木
愛
琉（
芦
）

５
年
　
①
粉
川
舞
花（
津
）②
野
田
結

愛（
芦
）③
涌
井
麻
羽（
上
）

６
年
　
①
涌
井
泉
香（
津
）②
小
島
朋

華（
津
）③
石
田
彩
夏（
芦
）④
八
重
沢

歩
未（
上
）⑤
上
村
花
音（
津
）⑥
島
田

海
由（
上
）
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通
所
リ
ハ
ビ
リ
が

　
　
　

変
わ
り
ま
す
！

主
任
理
学
療
法
士
　
　
内
山
　
和
明

来
年
度
か
ら
介
護
老
人
保
健
施
設
の
み
さ
と
苑

が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
変
わ
る
こ
と
に
伴

い
、町
内
か
ら
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
通

称
デ
イ
ケ
ア
）」
が
津
南
病
院
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
当
院
で
も
来
年
度
（
平
成
30

年
４
月
）
か
ら
デ
イ
ケ
ア
専
用
の
送
迎
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

病
院
で
は
今
ま
で
も
デ
イ
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ご
家
族
の
か
た
に
送
迎
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
利
用
者
様
が
良
く
て
も
ご
家
族
の
都
合
が
悪

く
て
送
迎
で
き
ず
、
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
で
き
な
い

か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
点
を

ま
ず
改
善
い
た
し
ま
す
。

当
面
は
、
利
用
で
き
る
専
用
車
両
が
普
通
車
で

あ
る
た
め
要
支
援
、
要
介
護
１
、２
の
か
た
中
心

に
利
用
で
き
る
か
た
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

利
用
で
き
る
人
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

当
院
ま
た
は
担
当
し

て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

今
月
号
は
、
公
的
年
金
制
度
に
加

入
し
納
付
が
必
要
な
か
た
の
、
種
別

変
更
の
手
続
き
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

年
度
末
を
控
え
、
引
っ
越
し
や
転

職
な
ど
、
人
々
の
動
き
が
多
く
な
る

時
期
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま

な
諸
手
続
き
が
つ
い
て
ま
わ
り
、
直

面
す
る
と
結
構
大
変
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
諸
手
続
き
の
中
に
、
年
金
に

関
す
る
切
替
え
手
続
き
が
必
要
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ど
ん
な
と
き
に
変
更
の
手

続
き
が
必
要
な
の
か
？
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
下
記
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
公
的
年
金
の
種
別
ご

と
に
枠
で
囲
っ
て
あ
り
ま
す
。
基
本

的
に
、
ご
自
身
が
属
す
る
公
的
年
金

の
種
別
が
変
わ
る
と
き
、
種
別
変
更

の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

届
け
出
る
窓
口
は
、
そ
の
種
別
に

よ
り
異
な
り
、
役
場
や
、
勤
務
先
の

会
社
な
ど
と
な
り
ま
す
。
ご
不
明
な

点
は
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

病
院
歳
時
記

＜実施された行事＞
〔１月〕
	 25日	 JA津南町・町農業委員会との懇談会
	 	（産業建設常任委員会）

〔２月〕
	 6日	 全員協議会
	 8日	 総文福祉常任委員会勉強会
	 9日	 道路除雪調査（産業建設常任委員会）
	 9日	 産業建設常任委員会勉強会
	 16日	 一般質問締切

議会コーナー
　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）
 5500日 中村チエ子（堂平） 

 4800日 石橋玲子（陣場下） 

 1600日 大倉マツ（小下里） 

 1200日 板場喜恵子（辰ノ口）

 1100日 髙橋昭子（船山） 

 100日 大島光子（貝坂）

主な運動：水中ウォーク、健骨体操、ラジオ体操他

健康体力づくり100日運動
＜今後予定されている行事＞
〔２月〕
	 20日	 議会運営委員会
	 22日	 新潟県町村議会議長会定期総会
	 24日	 新潟県後期高齢者医療広域連合議会
	 27日	 津南地域衛生施設組合議会定例会
	 27日	 十日町地域広域事務組合議会定例会
	28日～3月19日　第1回定例会

〔３月〕
　	8日　総括質疑締切

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

税
務
町
民
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

一元化後の国民年金の被保険者の種別と厚生年金保険の被保険者種別のイメージ図（公的年金の種類と加入する制度）

厚
生
年
金

1 号厚年 
（従来の厚生年

金被保険者）

2 号厚年
 （国家公務員）

※国共済

3 号厚年
 （地方公務員）

※地共済

4 号厚年
 （私学教職員）

※私学共済

公的年金には、3 種類（①～③）
あり、その人の働きかたにより
加入する制度が決まっています。
①国民年金②厚生年金
③共済年金

国
民
年
金

第 1 号被保険者
（自営業者等）
＜国年 1 号＞

第 2 号被保険者
（被用者年金制度の加入者）

＜国年 2 号＞

第 3 号被保険者
（国民年金の第 2 号被保険者の

被扶養配偶者）
＜国年 3 号＞

㊟：第 1 号厚生年金被保険者は「1 号厚年」、国民年金の第 1 号被保険者は「国年 1 号」と表記。
※国共済、※地共済、※私学共済は各共済組合等。

公
的
年
金
、私
は
ど
の
種
類
？

年
金
の
種
別
変
更
、ど
ん
な

と
き
に
必
要
？
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津
南
町
の
高
齢
者
の
状
況
は
？

平
成
29
年
12
月
末
に
お
け
る
、
津
南
町
の
人

口
は
９
８
７
６
人
で
、
う
ち
65
歳
以
上
の
人

口
は
３
８
７
４
人
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の

39.

２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
一
人
世
帯
は
７
２
１
世
帯

（
施
設
入
所
者
含
む
）、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
は
４
７
５
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、
１
年
前
よ

り
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
津
南
町
住
民
基
本
台
帳
よ
り
）　

高
齢
者
が
安
心
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
見

守
り
が
と
て
も
大
切
で
す
。

地
域
の
み
ん
な
で
つ
く
る
高
齢
者
の
安
心
生
活

～
２
月
は
新
潟
県
高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間
で
す
～

こんにちは

津南町地域包括
支援センター
765-5455

今
か
ら
で
き
る
！

「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
続
け
る
た

め
に
、
何
か
気
が
か
り
な
こ
と
を
感
じ
た
ら
、

相
談
機
関
な
ど
へ
連
絡
を
し
て
、
高
齢
者
を
支

え
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
で
す
。

特
別
な
こ
と
を
し
て
も
ら
う
わ
け
で
は
な
く
、

日
常
生
活
や
仕
事
の
中
で
、
無
理
な
く
で
き
る

範
囲
で
十
分
で
す
。
そ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
の
異
変
や
不
調
が
発
見
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
あ
い
さ
つ

「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど
、
日
ご

ろ
か
ら
、
ご
近
所
で
声
を
か
け
あ
い
ま
し
ょ
う
。

○
気
く
ば
り
・
安
心
感

「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
み
た
い
？
」
地
域

の
高
齢
者
を
さ
り
げ
な
く
見
守
る
こ
と
が
、
高

齢
者
に
安
心
感
を
与
え
ま
す
。

あ
れ
？
お
か
し
い
な
？
と
い
う

小
さ
な
気
づ
き
が
大
切
で
す

次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
あ
る
場
合
、
日
々
の

暮
ら
し
に
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
た
り
、
認
知

症
や
虐
待
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を

発
見
し
た
ら

上
記
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
発
見
し
た
と
き
、

他
に
も
何
か
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
町
役
場
、
民
生
委

員
な
ど
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
連
絡
先

　

津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
５

　

福
祉
保
健
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

高
齢
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
困
っ
た
と
き
は
お

互
い
さ
ま
」
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

□
最
近
、見
か
け
な
く
な
っ
た
。

□
新
聞
・
郵
便
物
が
た
ま
っ
て
い
る
。

□
暗
く
な
っ
て
も
電
気
が
つ
か
な
い
。ま

た
は
、つ
け
っ
ぱ
な
し
で
あ
る
。

□
見
慣
れ
な
い
車
が
停
ま
っ
て
い
る
、ま

た
は
、見
慣
れ
な
い
人
が
出
入
り
し
て

い
る
。

□
季
節
に
合
わ
な
い
服
を
着
て
い
た
り
、

服
が
汚
れ
た
り
し
て
い
る
。

□
最
近
、顔
色
が
悪
く
、や
せ
て
き
た
よ
う

に
見
え
る
。ま
た
は
、不
自
然
な
怪
我
が

あ
る
。

□
何
回
も
同
じ
こ
と
を
聞
い
た
り
、言
っ

た
り
す
る
。

□
家
の
中
か
ら
、怒
鳴
り
声
や
物
を
投
げ

る
音
な
ど
が
よ
く
聞
こ
え
る
。

○
た
す
け
あ
い

地
域
活
動
へ
の
参

加
や
、
さ
さ
い
な
こ

と
で
も
気
軽
に
助
け

合
え
る
地
域
に
し
ま

し
ょ
う
。

津南町認知症
見守りキャラクター

にんこっこ
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塩
分
の
取
り
過
ぎ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
!!

　

立
春
を
過
ぎ
、少
し
ず
つ
春
の
方
向
に
向
か

っ
て
い
く
時
期
で
す
。皆
さ
ん
体
調
は
い
か
が

で
す
か
？

　

今
回
は
普
段
の
食
事
で
塩
分
を
取
り
過
ぎ
て

い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

で
は
質
問
で
す
。

①
食
事
は
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
る

②
主
食
を
重
ね
て
食
べ
る（
ラ
ー
メ
ン
＋
お
に

ぎ
り
、弁
当
＋
カ
ッ
プ
麺
等
）

③
ラ
ー
メ
ン
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、丼
も
の
を
週
３

回
以
上
食
べ
る

④
煮
物
を
１
日
４
皿
以
上
食
べ
る（
煮
魚
、大
根

煮
、肉
じ
ゃ
が
等
、同
じ
煮
物
を
２
回
食
べ
た

場
合
は
２
皿
で
す
）

⑤
漬
物
を
一
日
２
種
類
以
上
食
べ
る

⑥
た
ら
こ
や
す
じ
こ
等
を
、１
日
１
回
以
上
食

べ
る

⑦
麺
類
の
汁
を
１
／
３
以
上
飲
む	

⑧
濃
い
味
付
け
を
好
ん
で
食
べ
る

⑨
外
食
を
週
に
２
回
以
上
す
る

⑩
毎
日
飲
酒
す
る

　

さ
て
い
く
つ
当
て
は
ま
り
ま
し
た
か
？

当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、食
塩
の
取
り

過
ぎ
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

栄
養
調
査
の
結
果
、新
潟
県
は
塩
分
の
取
り

か
た
が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
津
南
町
は
県
内
で
も
塩
分
の
取
り

か
た
が
多
い
ほ
う
か
ら
２
番
目
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。（
平
成
27
年
度
県
民
栄
養
調
査
結

果
よ
り
）ま
た
高
血
圧
症
や
脳
卒
中
な
ど
の
発

症
も
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。

塩
分
の
取
り
過
ぎ
は

な
ぜ
悪
い
？

①
高
血
圧
や
脳
卒
中
に
な
り
や
す
い（
塩
分
を

取
り
過
ぎ
る
と
血
管
の
抵
抗
が
高
く
な
り
、

血
圧
が
高
く
な
り
や
す
い
）

②
腎
臓
病
に
な
り
や
す
い（
腎
臓
は
塩
分
を
排

泄
す
る
臓
器
で
す
が
、多
く
取
る
と
腎
臓
に

負
担
が
か
か
る
た
め
）

③
尿
路
結
石
、骨
粗
し
ょ
う
症
、胃
が
ん
の
誘
因

に
も
な
り
ま
す

　

日
常
の
工
夫
と
し
て
、だ
し
や
う
ま
味
を
活

か
し
た
調
理
を
す
る
。麺
類
の
汁
を
残
す
、減
塩

の
し
ょ
う
油
や
ソ
ー
ス
を
使
う
等
で
無
理
な
く

減
塩
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
塩
分
を
排

泄
す
る
働
き
が
あ
る
野
菜
、果
物
を
適
度
に
取

り
ま
し
ょ
う
。

新
潟
市
か
ら
引
越
し
て
き
ま
し
た

正
面　
　

江
村　

あ
ゆ
み
さ
ん

昨
年
の
春
に
津
南
町
に
引
越

し
て
き
ま
し
た
。
夫
の
実
家
な

の
で
、
年
に
数
回
は
来
て
い
ま

し
た
が
、
や
は
り
新
し
い
地
で

の
生
活
に
は
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。

『
つ
な
っ
ぺ
』

　
　
　

大
好
き
♡

そ
ん
な
中
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー『
つ
な
っ
ぺ
広
場
』（
以
下
つ
な
っ
ぺ
）

が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
引
越
し
て
す
ぐ
に
利

用
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
優
し
く
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
る
先
生
や
津
南
の
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
教
え
て
く
れ
る
マ
マ
さ
ん
、
そ
し
て
娘

と
仲
良
く
し
て
く
れ
る
お
友
だ
ち
が
た
く
さ

ん
い
て
、
今
で
は
予
定
の
な
い
日
は
ほ
ぼ
毎

日
利
用
す
る
ほ
ど
、
つ
な
っ
ぺ
が
大
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
周
り
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た

か
さ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

『
楽
し
く
子
育
て
』
を

　
　
　

モ
ッ
ト
ー
に
♡

現
在
、
３
歳
半
と
１
歳
半
の
娘
２
人
の
子

育
て
を
し
て
い
ま
す
。
自
己
主
張
が
強
く

な
っ
て
き
た
姉
と
、
歩
き
始
め
て
目
が
離
せ

な
い
妹
の
子
育
て
は
大
変
な
こ
と
も
多
く
、

イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
子
育
て
を
し
て
い
く
中
で
、
私
が

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
と
、
娘
も
機
嫌
が
悪

か
っ
た
り
、
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い

こ
と
が
多
い
と
気
付
き
、
で
き
る
だ
け
イ
ラ

イ
ラ
し
な
い
よ
う
に
、
大
変
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
で
き
る
だ
け
前
向
き
に
と
ら
え
る
よ
う

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
も
ち
ろ

ん
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、そ
ん
な
時
は
、マ
マ
友
や
つ
な
っ

ぺ
の
先
生
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
す
。
話

す
と
す
っ
き
り
し
ま
す
。

私
が
笑
顔
だ
と
子
ど
も
達
も
笑
顔
で
い
て

く
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
子
育
て

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ようこそ津南に…♡♡♡

子育て支援センター「つなっぺ広場」での江村さん親子…♡♡♡

はーい

でーす

保健師

今月は
瀧澤章子
保健師

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



2月の新着図書（HPでも検索できます）
【大人の本】
●『奔流恐るるにたらず』 …………… 逢坂 剛／著　講談社
●『インフルエンス』 …………… 近藤 史恵／著　文藝春秋
●『構造素子』 …………………………… 樋口 恭介／著　早川書房
●『道標』 …………………………… 今野 敏／著　角川春樹事務所 
●『名作なんか、こわくない』
　………………………………………………… 柚木 麻子／著　PHP研究所
●『俺はエージェント』 ……………… 大沢 在昌／著 小学館
●『火定』 ………………………………… 澤田 瞳子／著　PHP研究所
●『破滅の王』 …………………………… 上田 早夕里／著　双葉社
●『ふたご』 ………………………………… 藤崎 彩織／著　文藝春秋
【子どもの本】
●『オリンピックのおばけずかん』
　………………………………………………………………… 斉藤 洋／作　講談社 
●『えがないえほん』 …B.J.ノヴァク／さく　早川書房
●『活版印刷三日月堂３』
　…………………………………………… ほしお さなえ／著　ポプラ社
●『５分後に恋の結末』 … 橘 つばさ／著　学研プラス
●『あかいふうせん』 ……山田和明／作　出版ワークス
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弥生 ― M a r c h ―

藤崎 彩織／著　文藝春秋

『ふたご』

　彼は私のことを「ふたごのようだ…」と言った。私は全
然そんな風には思わない。彼は私の人生の破壊者であり、
創造者だった。SEKAI NO OWARI の Saori による初作品。

・
・
・
第
１
５
８
回
直
木
賞
・
芥
川
賞
決
定
・
・
・

　

平
成
30
年
１
月
16
日
に
直
木
三
十
五
賞

と
芥
川
龍
之
介
賞
の
選
考
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、候
補
作
品
の
中
か
ら
直
木
三
十
五

賞
に
は
、門
井
慶
喜
さ
ん
の「
銀
河
鉄
道

の
父
」、芥
川
龍
之
介
賞
に
は
、石
井
遊
佳

さ
ん
の「
百
年
泥
」と
若
竹
千
佐
子
さ
ん
の

「
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も
」が
受
賞
作

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

直
木
賞
を
受
賞
し
た
門
井
さ
ん
は
、群

馬
県
桐
生
市
生
ま
れ
の
栃
木
県
宇
都
宮
市

出
身
の
方
で
、平
成
15
年
に「
キ
ッ
ド
ナ
ッ

パ
ー
ズ
」で
第
42
回
オ
ー
ル
讀
物
推
理
小

説
新
人
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。過
去
に

２
度
、直
木
賞
候
補
に
選
ば
れ
た
経
験
の

あ
る
実
力
派
で
、３
度
目
の
候
補
作
で
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、芥
川
賞
を
受
賞
し
た
石
井
さ
ん

は
、大
阪
府
枚
方
市
生
ま
れ
で
、現
在
は
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
研
究
者
で
あ
る
夫

と
イ
ン
ド
に
住
ん
で
お
り
、現
地
の
Ｉ
Ｔ

企
業
で
日
本
語
教
師
と
し
て
働
い
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

同
じ
く
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
若
竹
さ
ん

は
、岩
手
県
遠
野
市
生
ま
れ
。デ
ビ
ュ
ー
作

『
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も
』で
第
54
回

文
藝
賞
を
史
上
最
年
長
で
受
賞
し
、同
作

で
芥
川
賞
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
作
品
は
、２
月
よ
り
図
書

室
で
貸
出
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

１
月
に
多
く
読
ま
れ
た
本
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

……

一
般
小
説…

『
ミ
ス
テ
リ
ー
ク
ロ
ッ
ク
』 

貴
志 

裕
介
／
著

『
ノ
ー
マ
ン
ズ
ラ
ン
ド
』 

誉
田 

哲
也 

／
著

『
Ｄ
の
遺
言
』 

柴
田 

哲
孝
／
著

『
大
獄
』 

葉
室 

麟
／
著

『
銀
杏
手
な
ら
い
』 

西
條 

奈
加
／
著

……

一
般
技
術…

『
ほ
し
い
形
が
絶
対
見
つ
か
る
！

　

毎
日
リ
ュ
ッ
ク
』

『
小
林
カ
ツ
代
の
永
久
不
滅
レ
シ
ピ
101
』

『
つ
く
り
お
き
で
き
る
お
か
ら
ス
イ
ー
ツ
』

……

児
童
書…

『
美
女
と
野
獣
』　　
　
　

『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
お
ば
け
ず
か
ん
』

『
メ
ア
リ
と
魔
女
の
花
』

……

絵
本…

『
だ
っ
だ
ぁ
ー
』　　

『
こ
ね
て
の
ば
し
て
』

『
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
ア
イ
ス
の
く
に
』

・
・
・
図
書
室
の
開
館
時
間
・
休
館
日
・
・
・

■
開
館
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

２
月
26
日
㈪
、３
月
26
日
㈪

並行世界と森見ワールド

−福原　昇さんから

　

こ
の
本
は
、
冴
え
な
い
大
学
生
の
「
非

バ
ラ
色
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
」
の
並
行

世
界
の
お
話
で
す
。
私
が
こ
の
本
を
読
ん

だ
き
っ
か
け
は
、森
見
登
美
彦
さ
ん
の『
夜

は
短
し
歩
け
よ
乙
女
』
を
読
ん
で
と
て
も

好
き
に
な
っ
た
の
で
、
他
に
も
森
見
さ
ん

の
本
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。

　

こ
の
本
は
第
４
章
ま
で
あ
る
の
で
す
が
、

私
は
第
３
章
の
途
中
ま
で
物
語
の
構
成
が

理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。本
の
裏
に「
さ

迷
い
込
ん
だ
４
つ
の
並
行
世
界
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
、
滅
法
お
か
し
く
て
、
ち
ょ
っ

紹介する本

朝
あ さ

井
い

　英
ひ で

花
か

さん （陣場下）

森見登美彦／著
出版社／KADOKAWA

四畳半神話大系

広報ライブラリー
今月の１冊

２月 −如
き さ ら ぎ

月−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

赤あ
か

ペ
ン
で
ペ
ケ
付つ

け
る
時と
き

少す
こ

し
で
も

　
　

小ち
い

さ
く
付つ

け
て
丸ま
る

は
大お
お

き
く
（
公
文
教
室
） 

石
橋
寿
子

隣と
な
り
や家
の
夫ふ
う
ふ婦
は
屋や

ね根
の
雪ゆ
き

お
ろ
し

　
　

一い
っ

服ぷ
く

に
語か
た

る
さ
ま
ほ
の
ぼ
の
と 

津
端
恵
子

雪ゆ
き

雲ぐ
も

の
薄う
す

く
な
り
た
る
夕ゆ
う

暮ぐ

れ
は

　
　

く
ち
な
し
色い
ろ

に
染そ

ま
る
町ま
ち

並な

み 

貝
澤
圭
子

残ざ
ん

照し
ょ
う

を
眺な
が

め
る
如ご
と

く
三み

日か

月づ
き

は

　
　

日ひ

暮ぐ
れ

の
空そ
ら

に
白し
ろ

く
浮う

き
お
り 

関
谷
郁
子

リ
ー
ド
引ひ

く
媼お
う
な

に
歩ほ

調ち
ょ
う

合あ

わ
せ
る
か

　
　

柴し
ば

犬い
ぬ

時と
き

時ど
き

ふ
り
向む

き
て
待ま

つ 

恩
田
久
美
子

全ぜ
ん

校こ
う

の
児じ

童ど
う

が
歌う
た

う
声こ
え

響ひ
び

け

　
　

世せ

界か
い

の
人ひ
と

へ
「
世せ

界か
い

は
ひ
と
つ
」 
丸
山
直
子

頬ほ
ほ

ず
り
し
ぎ
ゆ
う
と
抱だ

き
し
む
る
ぬ
ひい

ぐ
る
み

　
　

小ち

さ
き
〝
ト
ト
ロ
〟
は
母は
は

の
子こ

と
な
り 

小
野
寺
恒
代

鈴す
ず

虫む
し

の
鳴な

く
音ね

も
止や

み
て
雌め
す

五ご
ひ
き匹

　
　

巣す

箱ば
こ

の
中な
か

に
い
ま
だ
生い

き
お
り
（
十
一
月
五
日
） 

高
橋
春
枝

日ひ

め
く
り
の
薄う
す

く
な
り
た
る
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　

己お
の
れ

の
齢よ
わ
い

重か
さ

ね
ゆ
く
日ひ

日び 

内
山
キ
ク

人ひ
と

伝づ
て

に
吾わ

が
体た
い

調ち
ょ
う

を
聞き

き
た
り
と

　
　

叔お

母ば

が
気き

遣づ
か

ふう

電で
ん

話わ

く
れ
た
り 

麻
績
初
恵

わ
が
肩か
た

を
抱だ

き
て
「
よ
か
っ
た
」
と
泣な

き
て
く
る
る

　
　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
君き
み

の
や
さ
し
く 

滝
沢
勝
枝

正し
ょ
う

月が
つ

は
二ふ
た
り人

の
孫ま
ご

が
帰き

省せ
い

し
て

　

 

笑わ
ら

ひい

の
種た
ね

が
こ
ぼ
れ
明あ
か

る
し 

風
巻
京
子

「
お
母か
あ

さ
ん
頑が
ん

張ば

ら
な
い
で
」
と
折お
り

を
り
に

　
　

娘こ

の
丸ま
る

き
字じ

の
フ
ァ
ッ
ク
ス
届と
ど

く 

鈴
木
綾
子

漢か
ん

字じ

一い
ち

字じ

「
青あ
お

」
を
彫え

り
た
る
こ
の
墓は
か

に

　
　

わ
れ
の
入い

る
べ
き
日ひ

の
遠と
お

か
ら
じ
（
墓
建
つ
） 

萩
原
光
之

長
生
学
園

思
わ
る
る
昔
雪
踏
み
藁
靴
に

　
　

か
ん
じ
き
は
い
て
行
っ
た
り
来
た
り 

 

富
沢
キ
ミ

降
り
し
き
る
雪
の
駅
舎
を
彩
れ
る

　
　

毛
卍
紋
と
ふ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
見
入
る
（
飯
山
線
森
宮
野
原
駅
） 

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
一
月
）

真ま

っ
さ
ら
な
足た

袋び

の
固か
た

さ
も
春は
る

着ぎ

か
な 

れ
い
子

火ひ

と
水み
づ

の
造つ
く

り
し
山さ
ん

河が

初は
つ

明あ
か

り 

房　

良

百ひ
ゃ
く

寿じ
ゅ

ま
で
望の
ぞ

め
さ
う
な
る
初は
つ

鏡か
が
み 

東　

川

今こ
と
し年
ま
た
朱し
ゅ

色い
ろ

の
表ひ
ょ
う

紙し

初は
つ

日に
っ

記き 

妙　

鏡か
が
み

餅も
ち

煮に

て
も
丸ま
る

み
を
失う
し
な

は
ず 

渡　

舟

着き

ぶ
く
れ
て
噂う
は
さ

ば
な
し
を
大お
お

き
く
す 

千
年
雄

祖そ

父ふ

の
手て

の
火ひ

箸ば
し

が
さ
ぐ
る
囲い

炉ろ

裏り

か
な 

壽　

子

友と
も

癒い

え
て
玻は

璃り

に
咲さ

き
初そ

む
梅う
め

の
花は
な 

信　

夫

振ふ

り
向む

い
て
眺な
が

め
直な
ほ

す
や
寒か
ん

の
月つ
き 

貞　

呻し
ん

吟ぎ
ん

に
静し
づ

ま
り
返か
へ

る
初は
つ

句く

会か
い 

芳　

司

門か
ど

々か
ど

に
吹ふ

か
れ
て
紙か
み

の
し
め
飾か
ざ

り 

美　

恵

雪ゆ
き

卸お
ろ
し

そ
の
ま
ま
に
置お

く
業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

か
な 

冬
詩
子

ぴ
り
ほ
ろ
苦
い
青
春
ス
ト
ー
リ
ー
。」
と

か
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
「
並
行
世

界
」
の
意
味
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

第
３
章
の
途
中
で
、や
っ
と「
並
行
世
界
っ

て
こ
う
い
う
こ
と
か
ぁ
！
」
と
分
か
り
ま

し
た
。
同
じ
時
間
の
枠
の
中
で
話
が
横
に

並
ん
で
い
て
、
不
思
議
で
お
も
し
ろ
い
構

成
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

４
つ
の
並
行
世
界
は
そ
れ
ぞ
れ
主
人
公

の
所
属
す
る
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
ち
が
い
ま

す
が
、
ど
の
世
界
で
も
主
人
公
は
小
津
と

い
う
悪
友
に
出
会
っ
た
せ
い
で
大
学
生
活

の
２
年
間
を
棒
に
振
り
ま
す
。
主
人
公
は

小
津
と
悪
い
こ
と
を
す
る
し
、
孤
高
の
乙

女
・
明
石
さ
ん
と
は
な
か
な
か
お
近
づ
き

に
な
れ
ず
、「
非
バ
ラ
色
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
」
で
す
。
な
の
に
、
な
ぜ
か
そ
ん

な
主
人
公
が
魅
力
的
に
見
え
て
し
ま
う
の

で
す
。

　

こ
れ
は
『
夜
は
短
し
歩
け
よ
乙
女
』
や

『
太
陽
の
塔
』
も
同
じ
で
、
こ
れ
が
「
森

見
ワ
ー
ル
ド
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

　
『
四
畳
半
神
話
大
系
』
を
読
ん
で
な
ん

と
な
く
大
学
生
活
に
あ
こ
が
れ
た
し
、
四

畳
半
の
部
屋
っ
て
な
ん
だ
か
素
敵
だ
な
ぁ

…
と
思
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
『
四
畳
半
神
話
大

系
』
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

次
は
、
正
面
の
岡
村
海
斗
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
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■
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
に
つ
い
て

　

日
本
は
世
界
の
中
で
い
ち
ば
ん
平
均
寿
命
が

長
い
国
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
介
護

な
ど
を
必
要
と
せ
ず
、
自
立
し
て
暮
ら
し
て
い

る
期
間
で
あ
る
「
健
康
寿
命
」
と
平
均
寿
命
と

の
差
が
10
～
13
歳
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
健
康
寿
命
を
の
ば
す
」
こ
と
は
、
国
を

挙
げ
て
取
り
組
む
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
は
男
性
よ
り
平
均
寿
命
（
生
存
期
間
）

が
長
い
と
同
時
に
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
期

間
と
の
差
も
長
い
だ
け
に
、
一
層
重
要
な
課
題

と
い
え
ま
す
。

■
女
性
の
か
ら
だ
と
ホ
ル
モ
ン
の
関
係

　

女
性
の
か
ら
だ
は
、
本
来
持
っ
て
い
る
赤

ち
ゃ
ん
を
産
む
た
め
の
機
能
を
中
心
に
、
生
涯

を
通
じ
て
大
き
く
変
化
し
、
か
ら
だ
の
調
子
に

影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
は
、
思
春
期
の
初
潮
と
と
も
に
分
泌
し
始

め
、
女
性
ら
し
い
か
ら
だ
を
つ
く
り
、
肌
の
ハ

リ
・
ツ
ヤ
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
な

ど
の
働
き
を
し
ま
す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
、
妊

娠
・
出
産
な
ど
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
だ
け

で
は
な
く
、
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
、
骨
粗
鬆

症
を
予
防
す
る
な
ど
、
全
身
に
影
響
を
も
た
ら

し
ま
す
。

○
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
効
果

・
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
を
抑
え
、

脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る

・
血
管
を
丈
夫
に
す
る

・
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る

・
骨
量
を
調
節
し
、骨
粗
鬆
症
を
予
防
す
る

　

約
半
数
の
女
性
は
50
歳
前
後
で
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
の
分
泌
が
停
止
し
て
、
閉
経
を
迎
え
ま
す
。

　

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
量
が
減
少
し
、
か
ら
だ

が
適
応
で
き
ず
、
心
身
に
不
調
を
き
た
す
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
更
年
期
障
害
と
い
い
ま
す
。

○
更
年
期
障
害
で
お
こ
る
不
調

・
手
足
の
冷
え

・
皮
膚
の
か
ゆ
み

・
お
こ
り
っ
ぽ
く
な
る

・
憂
う
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

か
ら
だ
の
不
調
が
で
た
と
き
に
は
無
理
を
せ

ず
、
か
ら
だ
を
休
め
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
症

状
が
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
場
合
は
、
婦

人
科
な
ど
専
門
医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
あ
な
た
の
生
活
に
検
診
を

　

女
性
特
有
の
疾
患
で
あ
る
、乳
が
ん
、子
宮
頸

が
ん
は
、人
生
の
う
ち
で
も
っ
と
も
充
実
し
た

時
期
に
、女
性
の
健
康
を
お
び
や
か
す
疾
患
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、乳
が
ん
や
子
宮
頸

が
ん
は
他
の
が
ん
に
比
べ
て
、早
く
見
つ
け
れ

ば
治
り
や
す
い
が
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

○
子
宮
が
ん
検
診

《
対
象
》

　

20
歳
以
上
の
女
性
（
２
年
に
１
回
）

《
個
人
負
担
金
》

　

１
，
５
０
０
円
（
75
歳
以
上
は
無
料
）

《
検
査
方
法
》

　

視
診
・
細
胞
診（
ブ
ラ
シ
で
の
細
胞
採
取
）

※
妊
娠
中
、
子
宮
摘
出
さ
れ
た
か
た
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

生
理
中
で
も
検
査
は
可
能
で
す
。

○
乳
が
ん
検
診

《
対
象
》

　

40
歳
以
上
の
女
性
（
２
年
に
１
回
）

《
個
人
負
担
金
》

　

40
～
49
歳　

１
，
５
０
０
円

　

50
～
74
歳　

１
，
０
０
０
円

　
（
75
歳
以
上
は
無
料
）

《
検
査
方
法
》

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
を
レ
ン
ト
ゲ

ン
装
置
に
挟
み
、
撮
影
し
ま
す
）

『
女
性
の
健
康
週
間
』で
す

女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、
充
実
し
た
日
々
を
自
立
し
て
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
て
い
ま
す
。

近
年
、
女
性
の
活
躍
す
る
場
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
体
調
を
気
に
か
け
て
い
ま
す
か
？

こ
の
機
会
に
自
分
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
見
つ
め
な
お
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
１
日
～
８
日
は

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
使
用
中
、
妊
娠
中
、

授
乳
中
、
断
乳
後
６
か
月
未
満

　

豊
胸
手
術
後
の
か
た
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

津
南
町
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
20
歳
を

過
ぎ
た
ら
、
乳
が
ん
検
診
は
40
歳
を
過
ぎ
た

ら
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
節
目
に
あ
た
る
年
齢
の
人
を
対
象

に
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
を
配
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
閉
経
後
の
女
性
は
骨
粗
鬆
症
（
加
齢

と
と
も
に
骨
量
が
減
っ
て
、
骨
が
す
か
す
か
に

な
る
病
気
）
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
骨
粗

鬆
症
は
、
骨
折
の
リ
ス
ク
を
高
め
、
寝
た
き
り

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
年
度
末
の
年
齢
が
40
歳
、
45
歳
、

50
歳
、
55
歳
に
な
る
か
た
を
対
象
に
骨
密
度
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
骨
の
状
態
を

知
り
、
骨
粗
鬆
症
予
防
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

骨
密
度
検
診
は
、
毎
年
秋
ご
ろ
対
象
者
の
か
た

に
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

忙
し
い
日
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の

か
ら
だ
の
た
め
に
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
何
歳
に

な
っ
て
も
元
気
に
輝
き
続
け
る
女
性
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。
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こ
ん
に
ち
は
。
三
箇
地
区
の
諸
岡
で
す
。

さ
て
、今
年
も
「
わ
ら
仕
事
」
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
！
今
年
で 

３
年
目
。
や
っ
と
「
縄

綯
い
」
の
コ
ツ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

と
同
時
に
、
そ
の
奥
深
さ
も
感
じ
始
め
て
い
ま

す
。今

年
は
縄
綯
い
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と「
縄
」

を
編
み
上
げ
た
「
タ
ス
」
と
い
う
バ
ッ
グ
の
よ

う
な
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
縄
を
20

メ
ー
ト
ル
以
上
綯
わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
タ
ス
用
の
縄
は
細
く
縒
り
を
強
く
綯
っ

て
い
く
た
め
、
わ
ら
自
体
も
か
な
り
柔
ら
か
く

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
１
日
目
は

一
日
中
わ
ら
を
た
た
い
て
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
（
笑
）
一
口
に
「
縄
綯
い
」
と
言
っ
て
も
、

何
に
使
う
の
か
に
よ
っ
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
太

さ
に
す
る
か
？
縒
り
は
強
く
す
る
か
？
さ
ら
に

わ
ら
の
下
準
備
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
師
匠
た

ち
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
わ
ら
を
刈
り
取
っ

て
ど
の
よ
う
に
保
存
し
て
お
く
か
に
よ
っ
て

も
、
わ
ら
の
状
態
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
す
べ
て
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
動
く
の

で
は
な
く
、
自
然
の
変
化
を
じ
っ
く
り
観
察
し

な
が
ら
よ
り
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
動
く
の
で
す
。

こ
れ
っ
て
、
実
は
わ
ら
仕
事
だ
け
で
は
な
く
て
、

す
べ
て
の
こ
と
に
通
ず
る
と
思
う
の
で
す
。

私
た
ち
は
い
つ
の
ま
に
か
効
率
や
安
定
ば
か

り
求
め
て
、
当
た
り
前
に
あ
っ
た
変
化
と
と
も

に
生
き
る
こ
と
に
と
て
も
弱
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。
わ
ら
仕
事
か
ら
学
ん
で

い
る
こ
と
は
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
か
た

な
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
来
月
は
、
そ
ん
な

カ
ッ
コ
い
い
師
匠
た
ち
の
わ
ら
仕
事
を
間
近
で

見
ら
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
も
大
人

も
、
ぜ
ひ
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受
け

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
設
置
し
ま
す

春
を
呼
ぶ
！
第
７
回
Ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
ｎ

豪
雪
地
面
出
し
競
争
参
加
者
募
集

Tap事務局【TEL】765-5776【FAX】765-3596

　

今
後
は
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
水

中
運
動
等
の
送
迎
に
使
用
す
る
予
定
で
す
。

　

春
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
「
豪
雪

地
面
出
し
競
争
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
豪

雪
地
津
南
な
ら
で
は
の
雪
の
恵
み
を
感
じ
、
さ

ら
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
一
足
早
い
春
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
気
心
の

知
れ
た
仲
間
や
職
場
で
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
雪

と
の
戦
い
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

３
月
21
日
㈬　

※
春
分
の
日

　

集
合
10
時
～
終
了 

正
午
頃

■
会　

場　

津
南
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
小
雪
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対　

象　

小
学
生
以
上
の
ど
な
た
で
も

■
部　

門

　

①
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

　

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
小
学
生
以
下
２
名
を
含
む
）

■
表　

彰　

各
部
門
１
位
か
ら
３
位
ま
で
表
彰

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

■
お
申
し
込
み　

３
月
１
日
㈭
ま
で
に

Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

■
そ
の
他
・
お
問
い
合
わ
せ

・
参
加
者
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
保

険
に
加
入
し
ま
す
。

・
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局

　
（
℡
７
６
５
‐
５
７
７
６
）

次月号に掲載予定です。

前回大会の様子

16 年間、主に水中運動の送迎
をしました。
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農
業
委
員
会
の

窓

農
業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の

　
　
　
　
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
12
月
〕

　

４
日　

企
画
会
議

　

６
日　
中
越
協
議
会
農
業
委
員
会
長
会
議

　

25
日　

第
６
回
総
会

〔
１
月
〕

　

25
日　

第
７
回
総
会

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
・
議
会
懇
談
会

〔
２
月
〕

　

７
日　
市
町
村
農
業
委
員
会
役
員
等
研
修
会

　

５
日　

企
画
会
議

　

19
日　

地
域
別
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　

会
長
・
事
務
局
長
会
議

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
２
月
〕

　

26
日　

第
８
回
総
会

〔
３
月
〕

　

26
日　

第
９
回
総
会

農
地
中
間
管
理
機
構
と
は
？

　

農
地
の
貸
し
借
り
の
新
し
い
仕
組
み

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
農
用

地
等
を
貸
し
た
い
農
家
（
出
し
手
）

か
ら
担
い
手
（
受
け
手
）
へ
の
中
間

的
受
け
皿
と
な
り
、
農
地
の
賃
貸
等

を
行
い
、
農
地
の
集
団
化
、
経
営
規

模
の
拡
大
、新
規
参
入
を
進
め
ま
す
。　

ま
た
、
中
間
管
理
機
構
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
業
を
リ
タ
イ
ア
又

は
経
営
転
換
を
す
る
か
た
、
集
落
で

中
間
管
理
機
構
を
利
用
す
る
場
合
な

ど
、
交
付
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ

り
補
助
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
交
付
対
象
に
な
る
か
ど
う
か

の
ご
確
認
は
、
下
記
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
。老
後
の
備
え

は
十
分
で
し
ょ
う
か
。農
業
者
平
均

寿
命
は
男
性
87
歳
、女
性
92
歳
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。長
い
老
後
に
備
え

て
、国
民
年
金
だ
け
で
は
足
り
な
い

お
金
を
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
補

い
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
者
年
金
に
は
、税
制
上
の
優

遇
措
置
の
ほ
か
、保
険
料
の
国
庫
補

助（
要
件
あ
り
）な
ど
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
老
後
の

生
活
に
備
え
ま
せ
ん
か
。

―
農
業
者
年
金
の
特
徴
―

そ
の
１

　

少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金

　

自
分
が
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
営
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
れ
る

年
金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
の
年
金

で
す
。

そ
の
２

　

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
保
証

　

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。し

か
し
、仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳

前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、死
亡

し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
受
け
取
れ

る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金

の
現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
が
、死

亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

そ
の
３

　

税
制
上
の
優
遇
措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

支
払
っ
た
保
険
料
の
15
～
30
％
程
度

の
節
税
に
な
り
ま
す
。

そ
の
４

　

保
険
料
を
自
由
に
設
定

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の

目
標
に
む
け
て
、月
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
の
範
囲
内
で
千
円
単
位

で
自
由
に
選
べ
ま
す
。

そ
の
５

　

国
の
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
等
一
定
の
要
件
を
備

え
た
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
、保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

■
農
業
者
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
農
業
委
員
会

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
３

■
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

１、交付対象者
機構に貸し付けることにより
●経営転換する農業者
●リタイアする農業者
●農地の相続人

２、交付要件
●全農地を 10 年以上機構に貸付け
●かつ、農地が機構から受け手に貸

し付けられること。
＜集落営農と特定農作業委託契約を

10 年以上締結した場合も対象＞

３、交付単価
2.5 万円／ 10a

（ただし、下限 10 万円、上限 70 万円）

経営転換・リタイア
する場合の支援
（経営転換協力金）

全国農業新聞を購読しませんか

購読料
１カ月

月 4回金曜日発行

700円（年間8,400円）

　全国農業新聞は農業者の公的代表機関である
農業委員会組織 ( 全国農業会議所）が発行する
農業総合専門紙です。
　	「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやす
いよう解説的に
まとめてあり、
多くの読者の皆
様に満足して頂
けるよう、家族
全員が楽しめる
記事も充実して
います。

★お申し込みは、津南町農業委員会（℡ 765-5583）
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

津
南
小
学
校
と
栄
小
学
校
４
年
生
は
、苗
場

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
学
習
し
て
き
ま
し

た
。そ
の
学
習
発
表
と
し
て
ジ
オ
ク
イ
ズ
検
定

を
行
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
ク
イ
ズ
問
題
を

作
り
、保
護
者
や
一
般
町
村
民
の
み
な
さ
ん
に

答
え
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
目
標
に
掲
げ
た
来
場
者
数
は

85
名
！
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
、苗
場
山
麓
ジ
オ
ク
イ

ズ
検
定
を
受
け
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、津
南
小
４
年
生
＆
栄
小
４
年
生
が
一

緒
に
歌
う
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ

「Takaram
ono

」の
栄
村
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
発
表

も
あ
り
ま
す
。こ
ち
ら
も
お
楽
し
み
に
！

●
日　

時　

平
成
30
年
３
月
２
日
㈮

　

午
後
２
時
15
分
～
３
時
30
分　

※
開
場
午
後
２
時
～

●
場　

所　

津
南
小
学
校
体
育
館

●
参
加
費　

無
料
・
自
由
参
加

苗
場
山
麓
ジ
オ
ク
イ
ズ
検
定

雪
国
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８

　
　
　
　
　
　

In
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

　みなさんのお住いの近くに稲荷様はありますか?　ま
たはお家で稲荷様の御札などをお祀りしていますか?
　今年は2月7日が初午の日で、初午祭が行われます。初午
祭とは、農業の神である宇迦之御魂（うかのみたま）とし
て奉られる稲荷神に御供え物をして、いろい
ろな願いを祈る行事です。また、初午の早く来
る年は、火事が多いとも言われています。
　私のいる小丹原という家篭りでは、昔から
稲荷様があり、毎年、旧初午の日に稲荷様祭
をします。今年は 3月 27 日で、前日からの
ぼり旗を立て、お飾りをします。稲荷様の使
いの者が狐だったので、好物の油揚げに寿司
飯を詰め、米俵の形をしているものを揚げた
そうです。我が家でも、前日の夜においなり
さんや赤飯、魚やさつまいもの天ぷらを奉納
し、今年の五穀豊穣や家内安全を願い、お参
りします。

　昨年は天候不順により、津南の農作物もたくさんの被
害に遭いました。今年は安定した天候で、五穀豊穣、商
売繁盛、安全な年になりますようにお願いしたいですね。

赤沢の稲荷様

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　滝沢　綾子（赤沢）

　

雪
国
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
で
も
雪
の
降
る
地
域
に
位
置

す
る
ジ
オ
パ
ー
ク
が
集
い
、情
報
交
換
や
意
見

交
換
を
す
る
機
会
で
す
。第
３
回
と
な
る
今
回

の
テ
ー
マ
は
、「
雪
国
で
の
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

あ
り
か
た
、様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
の
連

携
や
可
能
性
」で
す
。１
日
目
は
基
調
講
演
と
ア

ウ
ト
ド
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
、教
育
活
動
に
携
わ
る

か
た
が
た
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、２

日
目
は
ジ
オ
ツ
ア
ー
で
カ
ン
ジ
キ
や
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
を
は
い
て
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

展
望
台
へ
散
策
す
る
予
定
で
す
。専
門
家
や
外

部
の
か
た
が
た
な
ど
の
視
点
で
苗
場
山
麓
に
つ

い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
。ぜ
ひ
町

民
の
み
な
さ
ん
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

基
調
講
演

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ジ
オ
パ
ー
ク
モ
デ
ル
を
作
ろ
う

　

―
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
は
急
速
に
発
展
し
て

き
た
が
、ま
だ
ま
だ
や
る
こ
と
は
多
い
―
」

　

佃つ
く
だ 

栄え
い

吉き
ち　
（
Ｊ
Ｇ
Ｃ
委
員
）

「
観
光
学
か
ら
見
た
ジ
オ
パ
ー
ク
」

　

舛ま
す
た
に谷 

鋭さ
と
し　
（
立
教
大
学
観
光
学
部
教
授
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
ジ
オ
パ
ー
ク
と
観
光
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

　

　
の
連
携
」

●
日
付　

平
成
30
年
３
月
22
日
㈭
・
23
日
㈮

●
場
所　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

●
参
加
費　

１
日
目
無
料
・
自
由
参
加

　
　
　
　
　

２
日
目
２
０
０
０
円

※
時
間
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。



戸 籍 の 窓

村山　直也さん (朴ノ木坂 )
根津　千尋さん (石坂 ) ｝

N
ajom

on Inform
ation

■人口9,856（−20）　男4,769（−13）　女5,087（−７）

■世帯数3,543（−８）　■転入／４　■転出／ 10　■出生／４　■死亡／ 18　■婚姻／１２月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●第８回　Myコレクション展
　会　期／ 2月3日㈯～ 3月3日㈯
　入場料／無料
　かえるグッズや九谷焼、栞

など、さまざまなジャンルの

コレクションが集まり、子ど

もから大人まで楽しめる展示

会です。

●苗場山麓ジオパークガイド認定検定（初級）
　日　時／ 3月24日㈯　13：30 ～ 14：30
　会　場／なじょもん
　検定料／無料
　申込締切／ 3月9日㈮
　「苗場山麓ジオパークガイド」として活躍し

たいかたなら、どなたでも受けられます。

■お問い合わせ
　苗場山麓ジオパーク振興協議会事務局

　☎765-1600

●ひょうたんのランプシェード
　日　時／ 3月21日㈬　10：00 ～ 12：00
　体験料／ 1,000円
　対　象／ 10才以上
　ひょうたんは縄文時代にも利用されていました。

なじょもんで育てたひょうたんにドリルで穴をあ

けて、ランプのかさを作りましょう。

　中に入れるライトをご希望のかたは、別途800

円かかります。

かえるグッズコレクション

苗場山麓ジオパークガイド認定検定

ひょうたんのランプシェード

半戸　律
りつ

（朴木沢） 一成さん
 佳那子さん

桑原　スミさん	 （94歳・城原）

内山　利雄さん	 （91歳・芦ヶ崎）

志賀フヂヱさん	 （89歳・船山）

清水　園子さん	 （68歳・田中）

小島マツイさん	 （98歳・恵福園）

江村　康和さん	 （70歳・大井平）

髙橋　ミヨさん	 （86歳・辰ノ口）

久保田利男さん	 （85歳・陣場下）

久保田昌義さん	 （70歳・正面）

藤ノ木キヨさん	 （100歳・朴木沢）

桑原　秀一さん	 （92歳・十二ノ木）

島田　 利さん	 （84歳・足滝）

柳澤　廣一さん	 （90歳・卯之木）

鳴海　幸永さん	 （87歳・百ノ木）

山田　義雄さん	 （89歳・結東）

涌井　聰さん	 （92歳・穴藤）

桑原　正三さん	 （86歳・源内山）

３月 【なじょもん☎765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

4日㈰

9:00〜11:00 スノーシュー　〜卯之木集落の森を散策〜　※要予約 300 中学年以上

13:30〜15:30 琥珀の耳かざり風ペンダント 1,000 10才以上

11日㈰ 13:30〜15:30 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

18日㈰ 9:00〜15:00 カモシカウォッチング　〜秋山郷〜　※要予約 800 中学年以上

21日㈬ 10:00〜12:00 ひょうたんのランプシェード
※ライト希望者は別途800円 1,000 10才以上

24日㈯ 19:00〜20:30 星空観察会 300 低学年以上

25日㈰ 10:00〜15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

31日㈯ 9:00〜11:00 春木山　※要予約 300 高学年以上

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 !当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

会
が
あ
り
、
平
成
28
年
12
月
に
発

生
し
た
大
規
模
火
災
の
現
場
に
足

を
運
び
ま
し
た
。
焦
げ
た
消
火
栓
、

街
灯
、
看
板
、
被
害
の
大
き
さ
を

感
じ
ま
し
た
が
、
一
方
で
新
し
い

家
を
建
て
地
元
に
戻
っ
て
き
た
家

族
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

が
ん
ば
れ
糸
魚
川
。 

船
木 

康
平

　

１
月
20
日
号
は
ス
ペ
ー
ス
の
都

合
で
書
け
な
か
っ
た
広
報
編
集
室
。

新
年
第
１
回
目
と
い
う
こ
と
で
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
た
だ
気
づ
け
ば
１
月
も
終

わ
り
、
２
月
も
終
盤
に
差
し
掛
か

り
ま
し
た
。
早
い
で
す
ね
。

　

先
日
、
糸
魚
川
市
へ
訪
れ
る
機

■
発

行
／

津
南

町
役

場
 〒
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■
電

子
メ

ー
ル

  in
fo

@
to

w
n
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u
n
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n
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a
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■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
右
か
ら
左
へ
と
吹
き
荒
れ
る
風

の
な
か
行
わ
れ
た
ス
キ
ー
大
会
。
６
年
生
女
子

ア
ル
ペ
ン
で
見
事
１
位
と
な
っ
た
涌
井
選
手
の

１
枚
で
す
。


